
 

令和７年度 学校評価（目標設定）         

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 

教育 

課程 

学習 

指導 

自立と社会参加をめ 

ざし、小中高一貫し 

た、系統性のある教 

育課程の編成と、児 

童生徒の身につけた 

い力を明確にした授 

業づくりを進める。 

⓵教科の身につけたい

力一覧を参考に、学部

間のつながり、系統性

の意味について共通理

解を図り、授業づくり

を行う。また、児童・

生徒が身につけた力

は、個別教育計画やア

セスメントシートに照

らし客観的に評価して

いく。 

 

⓶学校生活全般を通

し、また教科横断的

に、児童・生徒ができ

るようになったこと

を、見える化し、示す

ことで、児童・生徒自

ら実感し、主体的な学

びにつながるような授

業づくりを行う。 

⓵教科ごと身につけたい 

力一覧を参考に、授業の 

ねらい、身につけたい力 

を学習指導案に明記し、 

段階の見える化を図る。 

⓵授業後には教科担当 

者、学年会等で授業を振 

り返り、評価基準や、で 

きた要件を指導者で共有 

し、具体的な根拠に基づ 

く評価を行う。 

⓶キャリア・パスポート 

の掲示と評価、作業学習 

は作業日誌での振り返り 

を実施。分教室は目標達 

成シートの活用により、 

主体的な行動を促す。 
 

⓵学習指導案に授業のね 

らい、身につけたい力を 

明記し、見える化を図っ 

たか。 

⓵授業の振り返りでは、

根拠に基づいた評価がで

きたか。 

 

 

 

 

⓶キャリア・パスポート 

の掲示及び評価、作業日 

誌、目標達成シートの活 

用が行えたか。 
 

２ 

 
児童 
生徒 
指導 
支援 

児童・生徒の教育的 

ニーズに基づき、多 

角的な視点からアセ 

スメントを行い、個 

に応じた力の育成を 

図るとともに、組織 

的、効果的な支援を 

行っていく。 

⓵小中学部はアセスメ

ントシートを活用し、

効果的な支援につなげ

ることができたかを検

証する。 

校内外の関係者との連

携により、多角的な児

童・生徒支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⓶教材データや相談室 

内に設置した実物教材 

を活用し、教材研究、 

教材開発を進めてい 

く。 

⓵小中学部はアセスメン 

トシートを活用しなが 

ら、活用状況を専門職に 

フィードバックし、ブロ 

ック内専門職とも連携し 

ながら、より使いやすい 

ものにしていく。高等部 

はニーズに応じたアセス 

メントを行い、１年生に 

は太田ステージを実施 

し、中学部のアセスメン 

トシートを活用しながら 

生徒の実態把握を行う。 

⓵ブロック内専門職巡回 

時にミニ研修会を実施す 

る等の機会を増やす。 

⓶学習指導案、授業の提 

示資料等をデータベース 

化する。また校内の共有 

教材を集め、課題別学習 

等で活用できるようにす 

る。 

⓵小中学部はアセスメント 

シートの活用を行えたか。 

また高等部は別の形での実 

態把握が行えたか。 

⓵ブロック内専門職巡回時 

にミニ研修会を実施できた 

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⓶データベース化ができた 

か、また共有教材の活用が 

できたか。 

３ 

進路 

指導 

支援 

児童生徒が地域社会 

で豊かに生きる力を 

育むために、鶴見の 

キャリア教育目標を 

踏まえ、ライフキャ 

リア、ワークキャリ 

ア両面での系統的な 

キャリア教育の充実 

を図る。 

⓵学部に合わせたキャ

リア教育、進路に関す

る情報を、進路学習会

等を通して教員、保護

者と共有することで、

児童・生徒指導、支援

につなげていく。 

⓵職員向け、保護者向け 

に企業や福祉事業所の見 

学会を実施する。 

学校運営協議会主催の進

路学習会を夏季休業中に

実施し、教職員の研修へ

もつなげる。また、保護

者対象進路学習会の内容

を教職員とも共有できる

よう工夫する。 

⓵学校運営協議会主催の進 

路学習会を実施できたか。 

また保護者対象進路学習会 

の内容を職員間で共有でき 

たか。 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

４ 

地域等 

との 

協働 

児童・生徒の学びの 

場をより地域に広 

げ、また地域への情 

報発信を行うこと 

で、障害のある児 

童・生徒の理解を進 

める。地域と連携し 

た教育活動を推進 

し、共生社会の実現 

を目指していく。 

⓵保護者や地域のニー

ズを把握する機会を増

やし、より丁寧な情報

提供を行う。 

センター的機能の一環 

として、校内の教材・ 

教具を地域に紹介する 

ことで、地域の特別支 

援教育に関する理解の 

向上に努める。 

 

⓶学部間、学校間交 

流、地域との協働を継 

続し、児童・生徒の学 

びの場を地域に広げ 

る。 

ボランティアの拡充を 

図り、地域と連携した 

教育活動を推進する。 

 

⓵進路学習会等でのアン 

ケートを通じて、参加者 

のニーズを把握し、情報 

提供の際の参考としてい 

く。 

⓵校内の共有教材をホー 

ムページやＸで紹介す 

る。また学部に紹介する 

ための共通教材ファイル 

を作成し、巡回相談時に 

活用する。 

⓶校内における学部内、 

学部間交流を引き続き行 

うと共に、高等部は外部 

機関と連携し、作業学習 

や実習等で、生徒が地域 

に出る機会を広げてい 

く。分教室は引き続き、 

近隣の公園整備や清掃活 

動、地域の行事に参加 

し、地域交流、地域貢献 

を図っていく。 

⓶地域の回覧板や社協の 

ボランティアセンターを 

通じてボランティアを募 

集する。校内のニーズを 

踏まえてボランティアの 

拡充を図る。 

⓵地域や保護者のニーズを 

把握し、情報提供の参考に 

できたか。 

⓵共有教材等を地域へ発 

信、また巡回相談等で活用 

できたか。 

⓶校内における学部内、学 

部間交流を通し、児童・生 

徒間の関わりが広げられた 

か。 

 

⓶外部機関と連携すること 

で、生徒が地域と関わりな 

がら学びを行うことができ 

たか。 

⓶ボランティアの拡充を図 

れたか。 

５ 

学校 

管理 

学校 

運営 

安全安心な学校づく 

りのため、良好な教 

育環境の整備と、危 

機管理体制の確立を 

図り、地域に信頼さ 

れる学校づくりに取 

り組む。教員の教育 

力、専門性の向上、 

不祥事の防止を図 

ると共に、効率的な 

業務遂行と働き方改 

革を推進する。 

⓵避難訓練は想定や役 

割を変えながら実施 

し、実効性のあるもの 

とする。また大規模災 

害時の動きについて 

は、鶴見区と連携を始 

めており、本校の役割 

等を確認するととも 

に、地域の施設との連 

携も進めていく。 

⓶様々な働き方の教員 

が、自身のワークライ 

フバランスを取りなが 

ら、効率的に業務が行 

えるよう、業務改善を 

進めていく。教員だけ 

でなく、学校外の視点 

を取り入れ、改革を促 

進していく。 

⓵学期ごとの全校避難訓 

練は、想定を変えて計 

画、実施、見直しを行 

う。加えてＭ訓練（未公 

開、未通知）を計画、実 

施する。 

⓵鶴見区と連携し、補充 

的避難場所としての具体 

的な役割の確認、物品の 

準備等を進める。 

⓶学校運営協議会の部会 

と連携し、外部からの視 

点を取り入れ、働き方改 

革を推進していく。 

⓵全校避難訓練は実効的な

ものとなったか。 

⓵鶴見区との連携を図り、

補充的避難場所としての具

体的な役割を確認できた

か。 

 

 

 

 

⓶外部の視点を働き方改革

につなげることで、具体的

な結果が現れたか。 

 


